
　　

　　

　　

　　

　
　　

　

　

■秋葉原駅からつくばエクスプレス
　→つくばエクスプレス乗車、つくば駅下車、バスターミナル
　「筑波大学中央」または「筑波大学循環」行きバス乗車（15-20分）、
　　バス停「筑波大学中央」下車
■東京駅から高速バス　(高速バス乗り場２番バス停)
　→東京駅八重洲南口から「筑波大学」行きバス乗車（約75分）
　「筑波大学」（終点・バス停「筑波大学中央」と同じ位置）下車

■お車でお越しの場合
　→筑波大学南駐車場（上記地図の赤で囲まれた部分）を当日開放
　　いたしますので、どうぞご利用ください。

大学南駐車場

分野横断ワークショップ　世話人
　飯本　武志（東京大学環境安全本部准教授）
　茨木　　希（オハイオ州立大学准教授）
　大迫　政浩（国立環境研究所資源循環・廃棄物研究センター長）　　
　恩田　裕一（筑波大学アイソトープ環境動態研究センター教授）
　木村　　浩（特定非営利活動法人パブリック・アウトリーチ研究企画部・研究統括）　
　佐倉　　統（東京大学情報学環教授）
　佐藤　　努（北海道大学工学研究院教授）
　中山　真一（日本原子力研究開発機構安全研究センター副センター長）
　保高　徹生（産業技術総合研究所地圏資源環境研究部門）
◎森口　祐一（東京大学工学系研究科教授）
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プログラム プログラム 
◆オープニング（13：00～）
　・挨拶／松本 宏 (筑波大学アイソトープ環境動態研究センター長) 
　・世話人からの趣旨説明／森口 祐一 (東京大学）
　・日本学術会議 春日文子副会長「日本学術会議放射能対策分科会第二次提言について」

◆テーマ別グループからのプレゼンテーションと質疑応答（13：30～）
　・各グループ：発表15分，質疑20分　
[第1グループ]　「放出、拡散、線量評価、測定手法」／森口 祐一（東京大学）

[第2グループ]　「地表沈着後の実態・動態」／恩田 裕一(筑波大学）

[第3グループ]　「人工システム内での移行と制御、環境回復」／大迫 政浩（国立環境研究所）

[第4グループ]　「専門的・科学的知見と社会との対話」／佐倉 統（東京大学）

◆総合討論：今後の取り組みに向けて（16：00～）

2014.3.16 (Sun.)

▲ 16:30
Date

13:00
Place 筑波大学総合研究棟 A110

　　　　（茨城県つくば市天王台１丁目１－１）

オールつくばネットワークシンポジウム
日本学術会議後援

申し込み・問い合わせ

参加費 無料
定員60名

当日はUstreamにてライブ配信もあります↓
http://www/ustream.tv.channel/alltsukuba2014

申し込み・問い合わせ
下記フォームまたはメールでお申し込みください。

▲

Website : http://www.ied.tsukuba.ac.jp/
　　　　　hydrogeo/alltsukuba/index.htm
　または　オールつくば  で　▲

E-mail : iidatomoyuki@ies.life.tsukuba.ac.jp
検 索

日本学術会議
Science Council of Japan

アイソトープ環境動態研究センター
Center for Research in 
Isotopes and Environmental Dynamics

福島原発事故により放出された
放射性核種の環境動態に関する学際的研究

H24 年度科学研究費補助金（新学術領域研究 : 研究領域提案型）

Interdisciplinary Study on 
Environmental Transfer of Radionuclides 
from the Fukushima Daiichi NPP AccidentI S E T - R


